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研究課題名 商店街の公園化によるまちのリノベーション戦略 — とっとり方式の定式化 —  

研究結果 

1) 県内調査：県内事例13の商店街の再整備状況を整理するとともに、再整備の段階別の代表事例を

対象に、再整備プロセスを、行政や商店街組合、事業者などの関係機関へのヒアリング調査およ

び文献調査、現状の図面化から明らかにした。 

 

2) 全国調査：公園化による再整備の県外事例として福山市福山本通りを対象に、現地調査、ヒアリ

ング調査より、整備概要を把握した。 

研究成果 

0） アーケード商店街の変遷とアーケードの地域活性化に対する役割を、文献調査より整理した。次

いで、アーケード撤去がその後の地域活性化にどのような影響を及ぼしているのかを確認するた

めに、既往研究レビューから、現時点での全国的な傾向を整理した。その結果、アーケードは撤

去しただけでは地域活性化に寄与せず、その後の整備が重要となることがわかった。 

 

1) 県内調査：県内事例13の商店街のうち、とくに米子市の事例（撤去のみ：笑い通り、公園化：法

勝寺町、元町）について整備状況を行政および商店街関係者へのヒアリング調査より把握した。

具体的な調査項目は、アーケードの改修や撤去、撤去に合わせた整備プロセス、現在抱える課題

点などとした。また、公園化あり・なしの商店街における整備前後の利用状況を比較すること

で、公園化整備はにぎわい創出の効果があることがわかった。 

 

2) 全国調査：公園化による再整備事例として、福山市本通り商店街の現地調査および整備関係者へ

のヒアリング調査を実施し、整備の概要を把握することができた。 

次年度研究

計画 

1) 個別事例調査1： 県内の公園化した商店街（米子市法勝寺町、米子市元町）を対象に、整備事後

実態を行政や商店街組合、事業者へのヒアリング調査から明らかにする。得られた知見から、よ

り詳細な公園化した商店街の事後実態と再整備を進める上での課題を抽出する。 

2) 全国調査1：公園化による再整備の県外事例（福山市福山本通り、小倉市魚町サンロード）を現

地調査、ヒアリング調査、アーケード再整備の図面化より把握する。 

3) 全国調査2：全国のアーケード撤去商店街を抽出し、その中での鳥取県の事例の位置付けを行

い、特徴を明らかにする。 

以上の調査より、公園化再整備の可能性を検討する。 
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